
プ
、
マ
ス
コ
ミ
の
活
用
が

あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
昼

間
は
子
ど
も
向
け
の
イ
ベ

ン
ト
を
行
う
な
ど
、
単
な

る
飲
み
屋
街
に
と
ど
ま
ら

ず
、
人
の
流
れ
を
郊
外
か

ら
取
り
戻
し
、
老
若
男
女

す
べ
て
の
市
民
が
満
足
で

き
る
広
場
と
な
っ
て
い
る
。

◎
考
察

　

八
戸
市
の
場
合
は
、
地

元
に
愛
さ
れ
る
横
丁
を
目

指
し
た
が
、
観
光
客
向
け

の
屋
台
村
と
し
て
成
功
す

る
た
め
に
は
、
ホ
テ
ル
と

の
連
携
、
地
元
の
郷
土
料

理
を
す
べ
て
揃
え
る
等
の

工
夫
が
必
要
で
あ
り
、
マ

ス
コ
ミ
を
い
か
に
上
手
く

利
用
で
き
る
か
が
カ
ギ
と

な
る
。
本
市
に
お
い
て
も

同
様
の
取
り
組
み
が
す
す

め
ら
れ
て
い
る
が
、
お
も

て
な
し
の
心
を
も
っ
た
客

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

◎
概
要

　

八
戸
屋
台
村
「
み
ろ
く

横
丁
」
は
、
平
成
14
年
、

次
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
も
と

に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

八
戸
屋
台
村
コ
ン
セ
プ
ト

①
新
幹
線
八
戸
駅
開
業
に

　

お
け
る
お
も
て
な
し
の

　

目
玉
と
し
て

②
中
心
市
街
地
の
活
性
化

③
日
本
初
の
環
境
対
応
型

　

屋
台
村
（
全
施
設
が
エ

　

コ
ロ
ジ
ー
施
設
・
バ
リ

　

ア
フ
リ
ー
型
、
エ
コ
ス

　

テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
）

④
情
報
発
信
基
地
と
し
て

⑤
若
手
起
業
家
の
育
成

⑥
八
戸
の
郷
土
・
名
物
料

　

理
を
一
堂
に
集
め
て
紹

　

介
⑦
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
時
代
へ

　

の
幕
開
け
の
象
徴
（
地

　

産
地
消
の
徹
底
、
コ
ミ

　

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
重
視
）

　

八
戸
屋
台
村
が
成
功
し

た
理
由
は
、
場
所
（
地
元

の
人
の
通
行
量
、
ビ
ジ
ネ

ス
ホ
テ
ル
の
数
等
）、
創
業

者
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

八戸屋台村「みろく横丁」視察の様子

８月１９日～２１日の３日間、次の調査研究項目について視察を
実施しました。

●八戸屋台村「みろく横丁」の取り組みについ
　て（青森県八戸市）
●中心市街地活性化について（青森県八戸市）
●小学校の統合について（青森県つがる市）

行政視察の報告・・・・・・ ・・・・・・

八
戸
屋
台
村
「
み
ろ
く
横

丁
」
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
〔
八
戸
市 

８
月
19
日
〕

文教産業委員会

ン
を
重
視
し
、
徹
底
し
た

地
元
産
品
の
活
用
に
よ
る

運
営
を
行
い
、
若
者
の
起

業
へ
の
足
掛
か
り
に
な
る

よ
う
な
取
り
組
み
を
期
待

し
た
い
。

◎
概
要

　

文
化
・
芸
術
等
の
活
動

や
観
光
の
促
進
を
目
的
と

す
る
市
民
交
流
・
観
光
交

流
の
複
合
拠
点
と
し
て
、

平
成
22
年
に
八
戸
ポ
ー
タ

ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
「
は
っ

ち
」
を
開
館
。
約
20
年
間

減
少
傾
向
が
続
い
て
い
た

「
歩
行
者
通
行
量
」「
居
住

人
口
」「
空
き
店
舗
率
」
等

の
各
指
標
が
改
善
傾
向
と

な
っ
た
大
き
な
要
因
と
な

っ
て
い
る
。

　

運
営
は
市
直
営
と
な
っ

て
お
り
、
正
職
10
名
程
度

と
嘱
託
職
員
24
名
体
制
、

運
営
費
は
利
用
料
を
主
と

し
た
歳
入
約
2
千
４
０
０

万
円
に
対
し
、
歳
出
は
人

件
費
、
自
主
事
業
の
実
施

経
費
等
で
約
2
億
6
千
6

０
０
万
円
に
の
ぼ
る
。

◎
考
察

　
「
は
っ
ち
」
は
、
買
い
物

以
外
の
目
的
で
の
来
街
者

を
増
や
す
公
共
施
設
と
し

て
整
備
さ
れ
、「
地
域
と
資

源
を
活
か
す
」「
市
民
と
と

も
に
作
り
上
げ
る
」「
街
中

を
回
遊
し
て
も
ら
う
」
こ

と
を
柱
に
、
八
戸
の
新
し

い
魅
力
づ
く
り
に
ま
い
進

し
て
い
る
。

　

直
営
で
の
運
営
に
こ
だ

わ
り
、
年
間
２
億
円
余
り

を
つ
ぎ
込
む
運
営
体
制
は

自
主
運
営
事
業
の
幅
を
広

げ
市
民
協
働
の
活
動
を
大

き
く
前
進
さ
せ
て
い
る
。

本
市
で
は
「
ま
ち
の
博
物

館
」
が
建
設
さ
れ
、
賑
わ

い
づ
く
り
に
成
功
し
て
い

る
が
、
中
心
市
街
地
活
性

化
に
必
要
な
市
民
生
活
と

観
光
と
の
融
合
と
い
う
意

味
で
は
、  

「
は
っ
ち
」
の

活
動
は
一
つ
の
お
手
本
で

あ
り
見
習
う
べ
き
方
向
性

で
あ
る
と
考
え
る
。

◎
概
要

　

つ
が
る
市
で
は
、
複
式

学
級
の
解
消
を
主
目
的
と

し
て
学
校
統
合
を
行
っ
た
。

統
合
ま
で
の
地
区
説
明
会

で
は
、
地
域
の
シ
ン
ボ
ル

が
な
く
な
る
こ
と
や
、
地

域
文
化
の
伝
承
が
衰
退
す

る
こ
と
へ
の
不
安
等
の
意

見
が
出
さ
れ
た
が
、
会
を

重
ね
る
う
ち
に
教
育
課
題

へ
の
理
解
が
進
み
、
両
者

の
意
見
が
歩
み
寄
っ
た
結

果
、
統
合
に
至
っ
た
。
現

在
は
小
中
一
貫
に
向
け
た

環
境
整
備
を
進
め
て
い
る
。

◎
考
察

　

説
明
者
の
「
子
ど
も
の

こ
と
を
考
え
る
な
ら
、
行

政
は
ど
れ
だ
け
で
も
早
く

動
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
い
う
言
葉
に
心
を
動
か

さ
れ
た
が
、
複
式
学
級
を

解
消
す
べ
き
課
題
と
言
い

切
る
に
は
一
般
論
で
は
な

い
数
値
的
な
根
拠
が
必
要

だ
と
考
え
る
。
本
市
に
お

い
て
は
そ
の
議
論
を
始
め

る
た
め
の
方
向
性
が
早
い

段
階
で
出
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
。

中
心
市
街
地
活
性
化
に

つ
い
て〔八

戸
市
８
月
20
日
〕

小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て

  

〔
つ
が
る
市 

８
月
21
日
〕
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